保安業務機器算定表

事業所の名称　　　　

	保安業務区分
	保有数の算定表
	保安業務用機器

	
	
	機器区分
	算定数（注）

	①供給開始時点検・調査
	　　　　　　　　　　１

〔　　　　〕×　　　　　　　＝　

　　消費者数　　　２０，０００
	自記圧力計又はマノメーター
	

	
	
	ガス検知器
	

	
	
	漏えい検知液
	

	
	
	緊急工具類
	

	
	
	一酸化炭素測定器
	

	
	
	ボーリングバー
	

	②容器交換時等供給設備点検
	　消費者数
〔   　〕　　

　　　　　　　　　＝

【  　】×１００　　　
　 日／月
	漏えい検知液
	

	
	
	緊急工具類
	

	③定期供給設備点検
	　　消費者数
〔　　　　〕　　　×　　１　＝

《　　》×３０　　　　　４
　 日／年
	自記圧力計又はマノメーター
	

	
	
	ガス検知器
	

	
	
	漏えい検知液
	

	
	
	緊急工具類
	

	
	
	ボーリングバー
	

	④定期消費設備調査
	　 消費者数
〔　　　　〕　　×　　１　　＝

《　　　》×２５　　　４　　　　　　　　

　 日／年
	自記圧力計又はマノメーター
	

	
	
	ガス検知器
	

	
	
	漏えい検知液
	

	
	
	緊急工具類
	

	
	
	一酸化炭素測定器
	

	
	
	ボーリングバー
	

	⑤緊急時対応
	　　　　　　　　　　１

〔   　〕×　　　　　　　　　＝

　消費者数　　　　２０，０００　
	自記圧力計又はマノメーター
	

	
	
	ガス検知器
	

	
	
	漏えい検知液
	

	
	
	緊急工具類
	

	
	
	一酸化炭素測定器
	

	
	
	ボーリングバー
	

	定期供給設備点検及び定期消費設備調査
	　　消費者数
〔　   　〕　　×　　１　　＝

《   　》×２０　　　４　　　　　　　　

　 日／年

（補助員を伴って調査を行う場合は、２０を３分の４倍にすることができる）
	自記圧力計又はマノメーター
	

	
	
	ガス検知器
	

	
	
	漏えい検知液
	

	
	
	緊急工具類
	

	
	
	ボーリングバー
	

	
	　 消費者数
〔　   　〕　　×　　１　　＝

《   　》×２５　　　４　　　　　　　　

　 日／年

（補助員を伴って調査を行う場合は、２５を３分の４倍にすることができる）
	一酸化炭素測定器
	

	機器区分
	算定数合計
	必要数（小数点第１位切上げ）

	自記圧力計又はマノメーター
	　
	

	ガス検知器
	　
	

	漏えい検知液
	　
	

	緊急工具類
	
	

	一酸化炭素測定器
	
	

	ボーリングバー
	　
	


　注）算定数については、少数点第４位を四捨五入する。
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